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を与える要因の解明（JCS：Japan Childrenʼs Study）」（2009 年 3 月終了）において、発
達心理学領域の基幹施設として立ち上がってから 14 年が経過した。子どもセンターは、
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約」が締結され、研究協力事業が開始された。具体的な事業としては、2008 年 4 月よ
り、郵送による任意の「乳児後期アンケート」が実施され、同年 6 月より、アンケート
結果をもとにしたフォロー事業として「すくすく相談会」が開始された。そして、「10 か
月児アンケート健康診査及びフォロー事業に関する委託」が 2009 年度から 2012 年度ま
での 4 年間継続された。この研究は、「西宮市 10 か月児健康診査（個別健診）」として吸
収され、発展的に解消された。
この西宮市の乳児に対する全数調査データ（2008 年度から 2012 年度まで 5 年分、年
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また、3 学期には、定例の質問票調査が中学 1 年生、小学 6 年生に実施された。
武庫川チャイルドスタディでは、夏休みに小学 4 年生の唾液調査（アミラーゼ、コル
チゾールの測定（任意））を含む観察調査を実施した。唾液調査に関しては個別の結果発




するデータの紹介などを盛り込むことができた。また、今回から “To Junior Researcher 
～ Dr. Masa の人間ウォッチング ” と題して、対象児向けのニューズレターを発刊した。
第 1 回目となる今号は、視覚的な錯覚を紹介し「見えているものは本当？」というテー
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重では、中学 1 年生（春、冬）、中学 2 年生（冬）の協力者に郵送調査が行われる予定で
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運動障害のトレーニングをされている宮原資英先生（University of Otago, New Zealand）
をお招きし、お話を伺った。
（2）　実施記録
学ぶ会は、武庫川女子大学学術交流館 1 階会議室を利用して、おおむね月 1 回、土曜




回 日程 テーマ タイトル 担当者 参加者数 院生参加
1 5 月 6 日 概論 発達障害の概論 石川道子 26 名 2 名





石川道子 23 名 3 名




チェックリストの作成（1） 石川道子 22 名 2 名
4 8 月 5 日
想定場面内の行
動挙げる②
チェックリストの作成（2） 石川道子 22 名 2 名
5 9 月 2 日





チェックリストの作成（3） 石川道子 23 名 2 名
6 10 月 7 日
対象とできる子ど
もの行動の確認
チェックリストの作成（4） 石川道子 20 名 1 名
7 12 月 9 日
発 達 性 協 調 運




24 名 3 名





チェックリストの作成（5） 石川道子 18 名 2 名
9 3 月 3 日 まとめと展望 チェックリスト完成に向けて
石川道子、
河合優年
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を A．運動、B．生活の自立系、C．園生活というように大まかに提示し、参加者を A. B. 
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c）　発達性協調運動障害の理論と実践
講師：宮原資英氏（オタゴ大学体育スポーツ運動科学学部 School of Physical Education, 
Sport & Exercise Sciences, University of Otago, New Zealand）
初めに、DCD について。Developmental Coordination Disorder 発達性協調運動障害、
DSM-III-R から登場した（1987 年）。身体運動の障害が、なぜ精神障害分類に入っている
















DSM-5 における発達性協調運動障害の診断基準の 4 つが全部満たされないと診断され
ない。きっちり当てはまらない子もいる。他の障害にも合併している場合もある。軽度発
達障害の併存障害について、1980 年代には ADHD、学習障害、DCD が挙げられていた
（図 1）。現在厚生労働省で出されている出版物は DCD が消えて自閉症に替わっている
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も DCD の子どもの方が自己評価が低いという研究もある。また、DCD と ADHD の合併
があると、動きのタイミングや力の制御の欠損が大きくなる。
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期の自己抑制が小 1・小 4 時の Effortful control を予測するか．日本発達心理学会







5）　Terai, T., Takai, H., Alfonso, V. C., Traynor, J., Sunderland, J., & Kawai, M. 
（2017）．Short-term Longitudinal Study on School Adaptation in Japanese 
Elementary and Junior High Schools: Focus on the Social and Deliberative Skills. 
Poster presented at 29th Annual Japan-US Teacher Education Consortium 
Conference. Proceeding and Abstracts, p.66. （September, 2017. University of Hawai
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